
5-11 歳の新型コロナワクチンについて
新潟県医師会 

はじめに 
新型コロナウイルス感染症は 2019 年に突然現れ、当初は⼦どもへの感染はあまり⼤きな問題となり

ませんでしたが、感染⼒の⾼い変異ウイルスの出現により⼦どもの感染症例が急増しています。そのよ
うな中、2021 年の 5 ⽉から 12-15 歳の⼦どもへのワクチン接種が可能となり、今後、5-11 歳の⼦ども
への新型コロナワクチン接種が始まります。新型コロナワクチンの接種をする際には正確な情報を把握
したうえで、接種するかどうかを考える必要があります。本資料ではワクチン接種を検討する際に重要
と考えられるポイントをまとめました。接種の際の参考にしていただくため、⼦どもの新型コロナウイ
ルス感染症やワクチン接種に関する『よくある質問』について解説しています。

よくある質問 ⽬次 (質問をクリックすると該当する質問のページに移動します) 
1. ⼦どもの新型コロナウイルス感染症に関するよくある質問

質問 1-1) 新型コロナウイルスは⼦どもにも感染しますか？

質問 1-2) ⼦どもの新型コロナウイルス感染症が重症になった場合、どのような症状が出ますか？

質問 1-3) ⼦どもの新型コロナウイルス感染症では重症な⼈はどのくらい報告されていますか？

質問 1-4) どのような⼦どもに新型コロナウイルスが感染すると重症化しやすいですか？

質問 1-5) ⼦どもの新型コロナウイルス感染症の後遺症(Long COVID)にはどのようなものがありますか？

質問 1-6) ⼦どもが新型コロナウイルスにかかった場合、家族にも感染することはありますか？また、家族も隔離対

象となりますか？
質問 1-7) 保育園や幼稚園、学校の⼦どもの間で新型コロナが流⾏する(クラスターが発⽣する)ことはありますか？

2. 5-11 歳の⼦どもの新型コロナワクチンに関するよくある質問
質問 2-1) 5-11 歳の新型コロナワクチンではどの製品が⽇本で使われますか？

質問 2-2) 5-11 歳の新型コロナワクチンは 12 歳以上の⽅を対象とした同社のワクチンと違いはありますか？

質問 2-3) 他のワクチンとどのくらい間隔をあけて接種してよいですか？他のワクチンと同時に接種してよいです

か？質問 2-4) 5-11 歳の新型コロナワクチン接種後の局所反応の種類や頻度は、どのように報告されていますか？

質問 2-5) 5-11 歳の新型コロナワクチン接種後の全⾝反応の種類や頻度は、どのように報告されていますか？

質問 2-6) 5-11 歳の新型コロナワクチン接種後の⼼筋炎の頻度はどの程度でしょうか？

質問 2-7) 5-11 歳の新型コロナワクチンの効果としてわかっていることはありますか？

質問 2-8) 5-11 歳よりも⾼い年齢層の⼦どもの新型コロナワクチンの効果としてわかっていることはありますか？質

問 2-9) もしワクチン接種後に発熱やだるさ、接種した場所の痛みなど症状が出た場合はどうすればいいでしょうか？

質問 2-10) もしワクチン接種後に発熱や接種した場所の痛みが出てきた場合に、⾃宅にある解熱鎮痛薬を使ってもよ

いでしょうか？
質問 2-11) 特にどのような⼦どもにワクチン接種が勧められますか？

質問 2-12) 熱性けいれん、アレルギーなどと診断されたことがあるのですが、新型コロナワクチン接種は可能です

か？それとも控えた⽅がいいですか
質問 2-13) すでに新型コロナウイルスに感染したことがある⼦どもの場合、新型コロナワクチン接種で得られるメリ 

ットはありますか？
質問 2-14) ⼦どもは無症状もしくは軽症がほとんどなのに、ワクチンは接種した⽅が良いのでしょうか？

質問 2-15) ワクチンを接種しないことによるデメリットはありますか？
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1. ⼦どもの新型コロナウイルス感染症に関するよくある質問
質問 1-1) 新型コロナウイルスは⼦どもにも感染しますか？
はい、感染します。以前は、新型コロナウイルスは⼦どもには感染しにくく、⼤⼈、特に⾼齢者の感染
が問題となっていましたが、感染⼒が強い変異ウイルスは、⼦どもにもよく感染します。デルタやオミ
クロンの⼦どもの感染も多く報告されており、特にデルタが出現して以降、⼦どもの感染者が増加して
います 1。

第 71 回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード(令和 4 年 2 ⽉ 9 ⽇)資料より 

質問 1-2) ⼦どもの新型コロナウイルス感染症が重症になった場合、どのような症状が出ますか？ 
その合併症によって、症状が異なります。肺炎を起こすと、発熱や呼吸が苦しい、たくさんの咳が出
る、⼼筋炎・⼼膜炎を起こすと、胸が痛い、胸が苦しいなどの症状が出ることがあります。⼊院するだ
けでなく、呼吸を補助する機械を着けて集中治療室で治療することもあります。また、新型コロナウイ
ルスに感染して 2-6 週間経ったところで、⼼臓を中⼼に全⾝の⾎管に炎症をきたし、⾮常に重篤な状態
になる⼩児多系統炎症性症候群(MIS-C)が起こることもあります 2。

質問 1-3) ⼦どもの新型コロナウイルス感染症では重症な⼈はどのくらい報告されていますか？ 
⽇本⼩児科学会のデータベースによれば、集中治療室での治療が必要だった症例は全体の 1.2%で、また
⼼筋炎・⼼膜炎の発症は 0.2%でした 3。⼩児関連多系統炎症性症候群(MIS-C)の国内における発⽣頻度
に関する研究はなく、いずれも個々の症例の報告のみで、⼩児多系統炎症性症候群(MIS-C)の頻度はわ
かっておりません。 

質問 1-4) どのような⼦どもに新型コロナウイルスが感染すると重症化しやすいですか？ 
慢性の呼吸器疾患、⼼臓疾患、神経疾患、腎疾患、肝疾患、糖尿病などの基礎疾患があるお⼦さんや、
病気や治療によって免疫抑制状態にあるお⼦さんなどは新型コロナウイルスに感染した場合に重症化し
やすいと考えられています 4-6。こちらについては質問 2-11)もご参照ください。 
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質問 1-5) ⼦どもの新型コロナウイルス感染症の後遺症(Long COVID)にはどのようなものがあります
か？ 
⼦どもの新型コロナウイルス感染症発症後に症状が⻑く続くものについて調べた研究では、だるさや呼
吸苦、筋⾁痛、睡眠障害、胸痛、頭痛、脱⽑、腹痛などが報告され、複数の症状が続くお⼦さんが多い
です。実際に新型コロナウイルス感染症にかかってどのくらいの頻度で後遺症を残すかについては、4-
66%とばらつきが⼤きいです 7, 8。なお、⽇本におけるまとまったデータはなく、どの程度の頻度かは不
明です。 

質問 1-6) ⼦どもが新型コロナウイルスにかかった場合、家族にも感染することはありますか？また、
家族も隔離対象となりますか？ 
はい、あります。以前は⼦どもからきょうだいや親などの家族に新型コロナウイルスがうつることは少
なかったですが、感染⼒の強い変異ウイルスの出現により家族にも感染やすくなりました。また、⼦ど
もが感染した場合、家族は濃厚接触者となるため、⼀定期間、隔離が必要になります。 

質問 1-7) 保育園や幼稚園、学校の⼦どもの間で新型コロナが流⾏する(クラスターが発⽣する)ことは
ありますか？ 
はい、あります。感染⼒の⾼い変異ウイルスの出現により、保育園や幼稚園、学校でのクラスターが多
数発⽣しています。クラスターが起こった場合には⼀定期間、休園や休校の対応が必要になります。休
園・休校の期間は状況によって異なります 9, 10。 

保育所等における新型コロナウイルスによる休園等の状況（2 ⽉ 10 ⽇（⽊）14時時点各⾃治体報告集
計分）より 
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2. 5-11 歳の⼦どもの新型コロナワクチンに関するよくある質問
質問 2-1) 5-11 歳の新型コロナワクチンではどの製品が⽇本で使われますか？
ファイザー製のワクチンが 2022 年 1 ⽉末に 5-11 歳に対して承認されました。2 回接種を基本とし、1
回⽬の接種から 3 週間あけて 2 回⽬を接種します。2 回⽬の接種前に 12 歳の誕⽣⽇を迎えた場合も、
5-11 歳の製剤を接種します。

質問 2-2) 5-11 歳の新型コロナワクチンは 12 歳以上の⽅を対象とした同社のワクチンと違いはあります
か？ 
はい、あります。2 つのワクチンは異なる製剤です。12 歳以上の⽅を対象とした同社のワクチンには
30μgのmRNA(メッセンジャーRNA）が含まれていますが、5-11 歳⽤の製剤ではその 1/3 の 10μgの
mRNAが含まれています。また 12 歳以上の製剤では注射量は 0.3mLですが、5-11 歳の製剤は 0.2mL
を注射します。 

質問 2-3) 他のワクチンとどのくらい間隔をあけて接種してよいですか？他のワクチンと同時に接種し
てよいですか？ 
国内では新型コロナワクチンと他のワクチンの接種は 2 週間以上あけることになっています。海外では
他のワクチンの同時接種が認められていますが、国内では同時接種はしない⽅針となっています。 

質問 2-4) 5-11 歳の新型コロナワクチン接種後の局所反応の種類や頻度は、どのように報告されていま
すか？ 

⽶国からの報告では、かゆみ、発⾚、痛み、腫れなどの局所反応は他の年齢層とあまり変わらない頻度
でした 11-13。 

質問 2-5) 5-11 歳の新型コロナワクチン接種後の全⾝反応の種類や頻度は、どのように報告されていま
すか？ 

⽶国からの報告では、5-11 歳のワクチン接種では、12-15 歳や成⼈の場合と⽐べて全⾝反応は少ない傾
向でした 11-13。 

①：1 回⽬

②：2 回⽬

①：1 回⽬

②：2 回⽬
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質問 2-6) 5-11 歳の新型コロナワクチン接種後の⼼筋炎の頻度はどの程度でしょうか？ 

⽶国では、5-11 歳の⼦どもに対して、すでに 870 万回以上の新型コロナワクチン接種が実施されてい
ます。その報告によると、計 11 例の報告があり、5-11 歳のワクチン接種後の⼼筋炎の発症頻度は 12-
15 歳と⽐べて少なかったです 14。(参考：2021 年 10 ⽉の統計では新潟県内の 5-11 歳の⼈⼝は 11 万
7772 ⼈です)15。 

質問 2-7) 5-11 歳の新型コロナワクチンの効果としてわかっていることはありますか？ 
アルファおよびデルタが流⾏している時期に⾏われた約 2300 ⼈の 5-11 歳を対象とした⽶国を中⼼に
実施された治験では、新型コロナウイルス感染症の発症予防効果は 2 回⽬のワクチン接種後で 90.7%
でした 16。オミクロンに対しての効果についてはまだデータがありません。

質問 2-8) 5-11 歳よりも⾼い年齢層の⼦どもの新型コロナワクチンの効果としてわかっていることはあ
りますか？ 
12-18 歳を対象としたイスラエルの研究では 2 回⽬のワクチン接種後のデルタに対する感染予防効果は
90%で、発症予防効果は 93%でした 17。また、12-18 歳でファイザー製ワクチンを接種した⼈と接種し
ていない⼈で重症化の割合を⽐較した研究では、ワクチンの重症化予防効果は 98%でした 18。ワクチン
接種により⼩児多系統炎症性症候群(MIS-C)の発症に差があるかを調べた研究では、ワクチンを接種し
ていない⼈と⽐べて MIS-C の発症はワクチンを 2 回接種した⼈で⾮常に少なく(予防効果 91%)、ワク
チン接種は MIS-C 発症の予防効果もあると考えられます 19。

質問 2-9) もしワクチン接種後に発熱やだるさ、接種した場所の痛みなど症状が出た場合はどうすれば
いいでしょうか？ 
症状があるけれども、普段と様⼦が⼤きく変わりない場合には⾃宅で安静にしていてください。受診す
るかどうか悩む場合は、かかりつけ医にご相談ください。 

質問 2-10) もしワクチン接種後に発熱や接種した場所の痛みが出てきた場合に、⾃宅にある解熱鎮痛薬
を使ってもよいでしょうか？ 
以前にそのお⼦さんに使⽤したことがある解熱鎮痛薬については、使っていただいて問題ありません。
ただし、⼤⼈⽤の解熱鎮痛薬を⼦どもに使うのは避けてください。また、症状が出る前から解熱鎮痛薬
を使うことはおすすめしません。 
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質問 2-11) 特にどのような⼦どもにワクチン接種が勧められますか？ 
慢性の呼吸器疾患、先天性の⼼疾患、慢性の神経疾患、糖尿病などの内分泌疾患、代謝疾患、先天性や
化学療法や移植に伴う免疫不全症、染⾊体異常、肥満などの基礎疾患については新型コロナウイルス感
染症の重症化リスクが⾼いと考えられます。これらの病気をもつお⼦さんやこれらのお⼦さんとよく接
するお⼦さんには特にワクチン接種が推奨されます 4-6。詳しくはかかりつけ医にご相談ください。(具
体的な基礎疾患のリストについては、7〜8ページにまとめました。ご参考にされてください。) 

質問 2-12) 熱性けいれん、アレルギーなどと診断されたことがあるのですが、新型コロナワクチン接種
は可能ですか？それとも控えた⽅がいいですか？ 
接種可能です。新型コロナワクチンを接種できない基礎疾患は今のところ、知られていません。熱性け
いれんは、6 歳くらいまで起こることがあるので、接種後の発熱でけいれんを起こすことがあるかもし
れません。アレルギーについては、新型コロナワクチン接種ですでに重度のアレルギー症状を⽣じたこ
とがある場合を除き、他のアレルギーがあっても新型コロナワクチンの接種は可能です。(例えば、1 つ
の⾷材に重いアレルギーがあっても、他の⾷材に対してアレルギー症状を起こすとは限らないのと同様
に、何かにアレルギーがあっても新型コロナワクチンに対してアレルギー症状が出るわけではありませ
ん)20。 

質問 2-13) すでに新型コロナウイルスに感染したことがある⼦どもの場合、新型コロナワクチン接種で
得られるメリットはありますか？ 
新型コロナウイルスにすでに感染し、新型コロナウイルスに対する抗体をもっていても、再度新型コロ
ナウイルスに感染するリスクはあります。⼤⼈の研究では、すでに感染したことがある⼈に新型コロナ
ワクチンを接種することで、再感染のリスクを減らすことができると報告されています 21。お⼦さんに
おいても同様の効果が期待されるため、すでに感染したことがあるお⼦さんでも新型コロナワクチン接
種で得られるメリットはあると考えられます。

質問 2-14) ⼦どもが感染しても多くは無症状か軽症なのに、ワクチンは接種した⽅が良いのでしょう
か？ 
⼦どもへのワクチン接種は、⼦ども⾃⾝を守ること、家族や友達など周囲の⼈々への感染伝播を減らす
こと、園・学校などでの継続した教育の機会を確保することが期待されます。インフルエンザや⽔痘な
ども⼤半は軽症で済みますが、⼀部は重症化し、その重症化を予防する観点からもすでに⽇本で多くの
⼦どもたちがワクチン接種しています。新型コロナウイルス感染症も同様で、欧⽶よりも少ないながら
も⽇本国内で重症例が実際に報告されていること、今後新しい変異ウイルスが出現し、⼦どもにより重
い症状を起こす可能性がないとはいえないこと、感染⼒が強い変異ウイルスが出現し続けていることに
注意が必要です。現在、ワクチン接種だけが、⼦どもたちを新型コロナウイルスから積極的に守る唯⼀
の有効な⼿段です。 
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質問 2-15) ワクチンを接種しないことによるデメリットはありますか？ 
ワクチンを接種しないということは、⼀番安全な選択をしたとは⾔えません。⼀定の頻度で感染した際
に、どの程度のリスクかについては現時点では予測できませんが、ある程度のリスクを引き受けること
になります。万が⼀、感染した場合、⼦どもの成⻑にとって重要な園・学校などの社会⽣活に⽀障が出
ること、⼦どもの重症化は稀であっても感染⼒の強い変異ウイルスの出現によって感染者数全体が増加
すると⼦どもの重症者数も増加する可能性があること、今後新しい変異ウイルスが出現するか予測困難
であることなどがデメリットとしてあげられます。

新型コロナウイルスワクチン接種にあたり考慮すべき⼩児の基礎疾患 22 
①慢性呼吸器疾患
・気管⽀喘息以外の慢性呼吸器疾患
・コントロール不良の難治性喘息
②慢性⼼疾患
・先天性⼼疾患

症状があるまたは治療ないし運動制限を受けている
不整脈、肺⾼⾎圧がある
半年以内に⼼臓⼿術を予定している、または過去 3 か⽉以内に⼼臓⼿術を受けた
染⾊体異常、先天異常症候群、全⾝合併症がある

・後天性⼼疾患、⼼筋疾患、不整脈、肺⾼⾎圧、冠動脈疾患
有症状または治療中
⼼臓・肺移植を予定している、または移植後
ステロイド薬や免疫抑制薬の使⽤など免疫低下がある

・慢性腎疾患
・慢性腎疾患、末期腎不全 (⾎液透析、腹膜透析を受けている)
・腎移植 (免疫抑制療法を受けている)
④神経疾患・神経筋疾患
・脳性⿇痺
・難治性てんかん・神経疾患
・染⾊体異常症
・重症⼼⾝障害児・者
・神経発達症 (マスクの着⽤が困難である場合)
⑤⾎液疾患
・急性リンパ性⽩⾎病、急性⾻髄性⽩⾎病、⾻髄異形成症候群、悪性リンパ腫、
ランゲルハンス細胞性組織球症、⾎球貪⾷症候群、慢性⾻髄性⽩⾎病

・再⽣不良性貧⾎、先天性好中球減少症などの⾻髄形成不全
・造⾎幹細胞移植後半年以降
・原発性免疫不全
・溶⾎性貧⾎、特発性⾎⼩板減少性紫斑病 (免疫抑制療法を受けている)
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⑥糖尿病・代謝性疾患
・アミノ酸・尿素サイクル異常症、有機酸代謝異常症、脂肪酸代謝異常症、糖質代謝異常症、ライソゾ
ーム病、ミトコンドリア異常症
⑦悪性腫瘍
・⼩児固形腫瘍
⑧関節リウマチ・膠原病
・リウマチ性疾患、⾃⼰免疫疾患、⾃⼰炎症性疾患、⾎管炎症候群
⑨内分泌疾患
・副腎機能不全、下垂体機能不全など
・甲状腺機能亢進症
⑩消化器疾患・肝疾患
・炎症性腸疾患（潰瘍性⼤腸炎、クローン病など）
・胆道閉鎖症（葛⻄術後）
・肝移植、⼩腸移植後
・⾃⼰免疫性肝炎、原発性硬化性胆管炎
・肝硬変、肝不全
・短腸症
⑪先天性免疫不全症候群、HIV感染症、その他の疾患や治療に伴う免疫抑制状態
⑫その他の⼩児領域の疾患
・⾼度肥満
・早産児
・医療的ケア児
・施設⼊所や⻑期⼊院の児
・摂⾷障害 (体重減少が著しい場合、極端にやせが進⾏した場合)
⑬海外での⻑期滞在を予定する者
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